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Living Togetherプロジェクトの中核を担う「Living Together Lounge」をリードしたアーティストの張由紀夫であ
る。張は大学時代に先輩だった古橋のアーティストとしての、そして、ゲイとしての生き方に強く影響を受けた。
次節では、このLiving Together Loungeに焦点をあて、そこに隠されたさまざまな仕掛けについて考えていきたい。 
 
３．Living Together Lounge  





















 Living Together Loungeが音楽イベントたる所以は、ゲスト・アーティストのライブ演奏にある。しかし、それ
と並んで、もしかしたらライブ以上に、このラウンジの独特な効果を演出しているのがDJである。一つは、Living 
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Together Loungeという場の雰囲気を設定する役割、もう一つは、その場に参加している人たちの緊張を和らげる
など、進行に即して参加者の身体的心理的な状態に直接働きかける役割である。最初の点はDJの機能として広く
認知されていることだが、二つめの点はLiving Together Lounge独特の特徴といえるだろう。 









































































































２ “Avram Finkelstein: Silence=Death”と題されたYouTube上のインタビュー
（http://www.youtube.com/watch?v=7tCN9YdMRiA）。 
３ The AIDS Memorial Quilt（http://www.aidsquilt.org/）。 
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